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Chat-GPTなどLLMと設計業務を連携させる仕組みを考える

オートデスク技術営業部
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AIを活用するためのBIM/CIM



免責事項
 本プレゼンテーションには当社の将来の経営成績、業績、実績、ならびにその他、年次報告書および四半期報告書の指針についての将来予想に関
する記述が含まれています。

 さらに本プレゼンテーションには当社の既存または新規の製品およびサービスのために計画されている、または将来の開発努力に関する将来予想
に関する記述が含まれています。かかる発表は、業績、製品、サービス、または機能の将来的な提供を約束または保証することを意図するもので
はなく、単にその時点でのオートデスクの計画を反映するものであり、その時点で判明している要因に基づくものです。かかる計画中または将来
の開発取り組みは予告なく変更が生じる可能性があります。したがって、購入および投資に関して決定する際にかかる発表を拠り所としないでく
ださい。

 かかる記述は現在入手可能な情報に鑑みてなされた当社の経営陣による現状の予想、予測、仮定を反映したものであり、将来の業績を保証するも
のではありません。重大なリスク、不確実性ならびにその他の要因が内在しており、実際の経営成績、業績、実績は、本プレゼンテーションの将
来予想に関する記述で明示または暗示されたものと大きく異なる場合があります。

 当社の将来の業績に影響を与える可能性のある要因（オートデスクならびに本プレゼンテーションの将来予想に関する記述に影響を与える可能性
のあるリスク要因も含む）は、直近の会計年度末の年次報告書Form 10-K、ならびに四半期末の Form 10-Q に記載されており、これらは米国証券
取引委員会に提出されています。本プレゼンテーションが作成日以降に修正され、その後オートデスクからやWeb サイトまたはその他の方法で入
手可能になった場合、最新または正確な情報を反映していない場合があります。

 オートデスクは、かかる発表が行われた日以降に発生した出来事、もしくは存在または変化した状況を反映するために、かかる将来的な発表を更
新する義務を負いません。



 石川翔平

 オートデスク株式会社技術営業本部
o 建設・土木ソリューションエンジニア / DXスペシャリスト
o 主に建設業界向けクラウドソリューションを担当

 経歴
o 2002-2010 東京工業大学建築学科/建築学専攻
o 2006-2007 スイス連邦工科大学交換留学
o 2010-2012 清水建設設計本部
o 2012-2019 webアプリケーション/IoT製品の開発
o 2019- 現職

自己紹介



Information from Autodesk



 世界中のビジネスリーダーを対
象に毎年実施するグローバル
調査のレポート
o PDFをダウンロードできます

 多くの項目から企業の動向
を把握
o 不安定な情勢から生まれるビ
ジネスのレジリエンス

o 人材獲得の競争が激化
o ビジネスの価値を高める持続
可能性

調査レポート：2023 State of Design & Make by Autodesk

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make
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 設備・機器データや建物の
BIMデータなどデジタル情報を
統合し工場全体を表現

 プロジェクト関係者が中央モデ
ル共有することで、業務全体の
生産性が向上

 GAE社ではエンジニアリング時
間が80%→30%

 e.GO社は最大35%コスト削減

 Frumecar社では準備時間の
短縮に成功し、インシデントを
削減→コスト70%減

特集ページ：Integrated factory modeling

https://www.autodesk.co.jp/industry/manufacturing/integrated-factory-modeling

https://www.autodesk.co.jp/industry/manufacturing/integrated-factory-modeling
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GIFアニメーション
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 建築家の豊田啓介氏は、オート
デスクの理念「未来を創る」に共
鳴し、建築とテクノロジーの融合に
挑戦している

 建築家としての役割を「新たな価
値を提案すること」と捉え、自らの
作品や研究で社会に貢献するこ
とを目指す

 オートデスクのソフトウェアを活用し
て、建築の設計やシミュレーション
を行うほか、教育やコミュニティ活
動にも参加

 未来の社会に対応するために、
常に学びと実践を重ね、自分の
領域を越えて多様な人々と協働
することが大切

スペシャルインタビュー：建築家豊田啓介氏

https://www.autodesk.co.jp/company/autodesk-it/keisuke-toyoda

https://www.autodesk.co.jp/company/autodesk-it/keisuke-toyoda


 AU2022で発表されたプラット
フォーム構想に基づいたサービ
ス「Forma」がリリース

 最初はSpacemakerと
Formitをベースとした機能
セットになっている

 プロジェクト初期段階向けの
検討機能が多数
o コンセプト設計機能
o 予測分析機能
o 自動化機能

Autodesk Forma リリース

https://www.autodesk.com/products/forma/overview

※現状の対応言語は英語のみ。日本語対応の時期は未定

https://www.autodesk.com/products/forma/overview
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 Fusion360とChatGPTを連携
チャット欄に質問をすれば、
o ヘルプページを参照して、使い方や作成方法を
ガイドしてくれる

o 自動で簡単な形状を作成してくれる
o モデルについて回答をしてくれる
※現在、搭載に向け準備中

[Autodesk] ChatGPT + Fusion360 = Fusion360 Co-pilot

https://twitter.com/Fusion360Japan/status/1651388154061152257

GIFアニメーション

https://twitter.com/Fusion360Japan/status/1651388154061152257


AIを活用するためのBIM/CIM

本日のテーマ



本日のテーマは、AIとBIMの接点についてになります
o オートデスクのAIに対する取り組みについて、特に言及はありません
o 情報の更新が非常に早い分野です。最新情報ではない可能性があります。
o AIに関するそれぞれの情報は、インターネット上で閲覧可能なものから引用してい
ます。引用元の情報をご確認ください

各AIサービスの利用は所属企業の指示に従ってください
o 守秘義務情報の取り扱いには十分ご注意ください

注意事項：本日のセミナーの位置づけ



 Samsung Electronicsが社内でChatGPTの使用を許可した
ところ、機密性の高い社内情報をChatGPTに入力してしまう事
案が発生
o 半導体設備測定データベースのダウンロードソフトに関するエラーを解消
するため、ソースコードをChatGPTに入力して解決策を問い合わせた

o 歩留まりや不良設備を把握するプログラムに関するソースコードを
ChatGPTに入力し、コードの最適化を図った

o 社内会議の録音データを文書ファイルに変換後、ChatGPTに入力し、
議事録を作成した

 ChatGPTでは、入力されたデータを学習データとして活用する場
合があるため、機密性の高い内容を入力すると、不特定多数
にその内容が流出する恐れがある

 OpenAI側でも、ChatGPTを利用するユーザーに対し、機密情
報を入力しないよう注意喚起

[参考]Samsung、ChatGPTの社内利用で3件の機密漏洩

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/yajiuma/1490904.html

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/yajiuma/1490904.html


 大学がChat-GPTのリポート利用制限や注
意喚起対策に積極的に取り組む
o 上智大、教員許可なしのAI生成文章使用を禁
止し厳格な対応を示す

o 東京大：学生本人作成前提、AIのみで作成
不可と制限

o 京大：入学式でAI生成論文の問題点を指摘、
新入生に語りかけ

o 東北大：教員への対応呼びかけ、試験方法や
課題出し方の見直し促す

[参考]チャットGPT、学生の利用に対策…上智大「論文仕
様なら厳格な対応」

https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20230408-OYT1T50388/

https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/news/20230408-OYT1T50388/


 著作権制度との関係
o 生成AIの著作権に関する専門家のSTORIA法
律事務所の柿沼太一弁護士の見解

o 生成AIは、人間の創作物を模倣したり、新たな
創作物を生成したりする技術であり、近年急速
に発展している

o 生成AIの著作権に関しては、日本ではAIが生
成したものに著作権は発生しないという法律があ
るが、海外では異なる見解がある

o 生成AIの利用には、著作権者の利益と技術発
展のバランスをとる必要があり、利用ガイドライン
や契約書などの法的な対策が重要である

[参考]生成AIの猛烈な進化と著作権制度

https://storialaw.jp/blog/9373

https://storialaw.jp/blog/9373


AI、流行ってますね



AIとチャットで会話する(ChatGPT)

https://chat.openai.com/

GIFアニメーション

https://chat.openai.com/


AIとチャットで会話する(Microsoft Bing)

https://www.bing.com/new

GIFアニメーション

https://www.bing.com/new


Text to 2D：テキストから2D画像を生成する(DALL-E2など)

https://openai.com/product/dall-e-2

A koala dunking a basketball A polar bear playing bass

GIFアニメーション GIFアニメーション

https://openai.com/product/dall-e-2


Text to Movie：テキストから動画を生成する(Phenaki)

https://phenaki.video/

Prompts used:
A photorealistic teddy bear is swimming in the ocean at San Francisco
The teddy bear goes under water
The teddy bear keeps swimming under the water with colorful fishes
A panda bear is swimming under water

Prompts used:
Side view of an astronaut is walking through a puddle on mars
The astronaut is dancing on mars
The astronaut walks his dog on mars
The astronaut and his dog watch fireworks

GIFアニメーション

GIFアニメーション

https://phenaki.video/


Text to 3D：テキストから3Dを生成する(Opus)

https://opus.ai/

https://opus.ai/
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Stylization with Multi-controlnet
(Houdini + Stable Diffusion + Multi-controlnet)

https://www.reddit.com/r/StableDiffusion/comments/11bkjyo/multicontrolnet_is_a_great_tool_for_creating/

https://www.reddit.com/r/StableDiffusion/comments/11bkjyo/multicontrolnet_is_a_great_tool_for_creating/
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AI-Powered Building Design：ARCHITEChTURES

https://architechtures.com/

https://architechtures.com/
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ユーザー企業側の事例



 パナソニックHDは、グループ国内全社員に
対話型AIサービスを提供開始した。

 対話型AIサービスは、米OpenAIのGPT-
3.5を活用しており、自然な会話で業務支
援や教育などを行う。

 パナソニックHDは、対話型AIサービスをグ
ループのデジタル変革（DX）の推進に活
用するとともに、外部への提供も検討する。

 対話型AIサービスは、パナソニックコネクティ
ビティソリューションズが開発し、パナソニック
システムネットワークスが運用する。

パナソニックHD、GPT-3.5ベースの対話型AIをグループ国内全
社員9万人に提供

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/14999/

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/14999/


 大和証券グループ本社は、傘下の大和証券で
対話型AI「チャットGPT」を利用すると発表した。

 チャットGPTは、米OpenAIのGPT-3.5をベース
にした日本語対話型AIであり、自然な会話で
業務支援や教育などを行う。

 大和証券では、今月から全社員約9000人に
チャットGPTを提供し、業務効率化や知識習
得などに活用するという。

 大和証券グループ本社は、チャットGPTをグルー
プのデジタル変革（DX）の推進に活用すると
ともに、他の金融機関への提供も検討するとい
う。

大和証Ｇ、傘下証でチャットＧＰＴ利用へ－今月から全
社員9000人対象

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-04-18/RTAWQDT0AFB401

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-04-18/RTAWQDT0AFB401


 三菱ＵＦＪ、三井住友、みずほの３メガ銀行
が、対話型AIを活用する取り組みを強化する
という。

 対話型AIは、自然な会話で業務支援や教育
などを行う技術であり、生産性向上やコスト削
減などの効果が期待される。

 ３メガ銀行は、対話型AIを社内の問い合わせ
やヘルプデスクに導入するほか、システム開発や
テストの自動化にも活用するという。

 ３メガ銀行は、対話型AIをグループ全体のデジ
タル変革（DX）の推進に活用するとともに、
他の金融機関への提供も検討するという。

３メガ銀が対話型ＡＩ活用へ、生産性向上期待－システ
ム開発自動化も

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-04-11/RSXPKET0AFBA01

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-04-11/RSXPKET0AFBA01


 内閣府は、2023年度から「AI人材獲得・人材育
成及び研究環境整備に関するアンケート」を実施
し、AI人材のニーズや課題を把握するとともに、AI
人材の育成や研究支援の方策を検討している

 「人工知能研究開発ネットワーク」を構築し、国内
外のAI研究者や企業などの連携を促進するとと
もに、AIの基盤技術や応用技術の開発を支援し
ている

 国立研究開発法人情報通信研究機構
（NICT）は、2023年度から「AIデータプラット
フォーム」を運用し、公共データや民間データなどの
収集・整備・提供を行うとともに、AIの学習や評
価に必要なデータセットやツールなどの開発を行っ
ている

内閣府のAI戦略

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/index.html


 農林水産省が、米OpenAIの対話型AI
「ChatGPT」を一部業務で利用する方針を固
めたという。

 ChatGPTは、自然な会話を生成することがで
きるAIであり、農水省では問い合わせ対応や
業務支援などに活用するという。

 農水省は、ChatGPTの利用により、業務効率
化やコスト削減などの効果を期待しているとい
う。

 実績のある米Microsoft（マイクロソフト）の
クラウドサービス「Azure」の関連サービスである
「Azure OpenAI Service」を受託事業者が
契約してChatGPTを利用する見込み

農水省が4月中にも中央省庁初のChatGPT利用、先陣
切って実際の業務で使うワケ

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02423/041300003/

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02423/041300003/


サービス提供側の事例



 米マイクロソフトは、チャットボット「ChatGPT」
などを手掛けるオープンAIに100億ドル（約1
兆3000億円）投資する。

 チャットGPTは、自然言語AIの最先端技術で
あるGPT-4を用いて、人間と自然な対話がで
きるチャットボットである。

 マイクロソフトは、オープンAIとのパートナーシップ
を通じて、AIの進歩を加速させるとともに、その
利点が世界で広く共有されるよう取り組む。

 マイクロソフトは、オープンAIの評価額を290億
ドルに引き上げることで、同社の最大の株主と
なる。

Microsoft：ChatGPTのOpenAIに複数年で100億ドル投資

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-01-23/ROXZ7KDWX2PT01

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-01-23/ROXZ7KDWX2PT01


 Bing AIは、マイクロソフトの検索エンジンBing
に統合された対話型AIであり、ユーザーの検索
や質問に応答する

 ChatGPTとは異なり、検索結果やウェブ情報
を利用して回答を生成するため、より正確で信
頼性の高い情報を提供する

 ChatGPTと同様に自然な会話を生成すること
ができるが、安全性や倫理性にも配慮しており、
不適切な内容や攻撃的な言動には応じない

 Microsoft 365 Copilotなど、オフィス製品へ
の展開や他のAIサービスとの連携も進めており、
今後さらに便利になる

Microsoft：Bing AIの使い方。ChatGPTとはここが違う！

https://www.gizmodo.jp/2023/03/how-to-use-bing-ai-vs-chatgpt.html

https://www.gizmodo.jp/2023/03/how-to-use-bing-ai-vs-chatgpt.html


 Microsoftは、仕事のための副操縦士
(Copilot)として、AI技術をMicrosoft 365ア
プリケーションに展開する「Microsoft 365 
Copilot」を発表

 大規模言語モデル(LLM)とカレンダー・メールな
どMicrosoft Graphのデータを利用して、ユー
ザーの仕事を支援する

 Microsoft 365 Copilotは、Word、Excel、
PowerPoint、Outlook、Teams、Viva、
Power Platformなどに導入される予定

 Wordで文章を作成する際にAIが文法や表現
をチェックしたり、Excelでデータを分析する際に
AIがグラフやチャートを提案したりする機能が紹
介された

Microsoft：Microsoft 365 Copilot登場。Word・Excel・パワ
ポなどAI全面展開

https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/1486536.html

https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/1486536.html


 Meta社は、対話や文章の作成、要約がで
きるAIや、合成音声翻訳システムなどを開
発しています。新しいスーパーコンピュータや
Azureを使ってAI開発を加速しています。メ
タバース関連の研究も行っています。

 Googleは、世界の情報を整理して普及さ
せることを使命とし、AIの変革的な力に期
待しています。AIの可能性を拡大する研究
や、日常のことを簡単にする製品の統合、
社会的課題にAIを応用する取り組みなどを
行っています。対話型AI「Bard」やAI言語
モデル「PaLM」なども開発しています。

Meta, Google, Amazonの動向

https://digiday.jp/platforms/google-meta-duopoly-continues-to-creak-in-their-heightened-maturity-as-amazon-apple-ascend/

 Amazonは、クラウドサービス「AWS」を通じて、さ
まざまなAIサービスを提供しています。事前トレー
ニング済みのAIサービスでは、パーソナライズや予
測、画像や音声の分析などができます。また、生
成AIの分野にも参入し、テキスト生成AI
「Titan」などを開発しています。

https://digiday.jp/platforms/google-meta-duopoly-continues-to-creak-in-their-heightened-maturity-as-amazon-apple-ascend/


リコー：「仕事のAI」

https://www.ricoh.co.jp/service/ai-for-work

 経験や技術を活かしたノウハウやアイデア
が、ドキュメントとして社内で共有される。

 蓄積されたドキュメントの活用が限定的で、
他の現場での利用は困難。

 リコーの「仕事のAI」が企業固有のドキュメ
ント情報資産を体系化し、業務効率化
や顧客満足度向上を実現。

 「仕事のAI」が、ドキュメントのデジタルトラ
ンスフォーメーション（DX）を実現し、経
営にインパクトをもたらす。

https://www.ricoh.co.jp/service/ai-for-work


リコー：「仕事のAI」



建設業＋AI



 ユーザーによるカスタマイズ事例

 RevitにChatGPTを連携

 やりたい操作をチャットで問い合わせると、AIが
Revit APIのコマンドを作成し、実行できる
o 例えば、建物要素でドアだけを表示したい

• 通常ならばさまざまな場所へのクリックが必要
• AIならば、チャットで問い合わせるだけでよい

 ヘルプページ検索、簡易モデル入力などの応用
が考えられる

ChatGPT + Revit (Yao Chen氏)

https://twitter.com/Fusion360Japan/status/1651388154061152257

GIFアニメーション

https://twitter.com/Fusion360Japan/status/1651388154061152257


 BIM内の情報をデータベー
スとして取り出して、AIに
学習させる

 通常のChatGPTでは、
OpenAI社がGPTに学習
させた内容しか返答できな
いが、BIMモデル情報を学
習させることでプロジェクト
でAIを活用できる

GPT+ Revit 「建物みえるくん改」(ホロラボ)

https://confengine.com/conferences/hololab-conference-2023/proposal/18430/b73dpowerbi

https://confengine.com/conferences/hololab-conference-2023/proposal/18430/b73dpowerbi


ChatGPTに建築法規や不動産知識を教育！社内システム
やLINE友だちとして相談できる(mign, Realty Bank)

https://ken-it.world/it/2023/03/chat-gpt-with-building-codes.html

 GPT-3(AI)に建築法規や不動産知識を
教え込み、回答させるシステムの開発

 建築法規を教育することで、業務で知り
たい法規をAIに問い合わせることができる

 不動産知識を覚えさせ、LINEで問い合
わせができるようにカスタマイズ

 質問をテンプレート化することで、住宅ロー
ンの計算や不動産用語、月額の平均賃
料などは簡単に質問可能

https://ken-it.world/it/2023/03/chat-gpt-with-building-codes.html


Text to 2D：テキストから2D画像を生成する(Midjourney)

interior photograph, Livingroom, 
modernism style, midday, clear sky

silver-colored, two-story, detached, 
single-family home with Galvalume steel 
sheet exterior walls and a black slate 
roof, showcasing exterior

https://www.midjourney.com/

https://www.midjourney.com/


建築内装CGパース制作が完全無料？短納期・高品質の
『PersGPT（パースGPT）』提供開始！(ユニオンテック)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000058.000031121.html

 ユニオンテックが、設計・デザイン業の支援の
ため、完全無料の建築内装CGパースサービ
ス『PersGPT（パースGPT）』を提供開始

 PersGPTは、24時間以内に納品される高
品質なCGパースを制作し、依頼から修正ま
で完全無料でサポート

 オフィスや商業空間、不動産などのデザイン
ニーズの変化に対応し、空間デザインの価値
向上を目指す

 空間デザイナー、不動産事業者、内装インテ
リア事業者など、空間デザインに関わる様々
な人が利用することが期待されている

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000058.000031121.html


AIについて知る



AIの基本：「学習する」→「活用する」

画像識別 画像合成/生成

自動運転将棋対戦



AIは必ず正解するわけではない

AIとのコミュニケーションの難しさ



THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651844719645974528

https://twitter.com/fladdict/status/1651844719645974528


THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651852635249709056

https://twitter.com/fladdict/status/1651852635249709056


THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651854966922018816

https://twitter.com/fladdict/status/1651854966922018816


THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651857504832462848

https://twitter.com/fladdict/status/1651857504832462848


THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651862861097095168

https://twitter.com/fladdict/status/1651862861097095168


THE GUILD社深津さんによる「GPTが嘘をつくしくみ」

https://twitter.com/fladdict/status/1651885452440526849

https://twitter.com/fladdict/status/1651885452440526849


AI活用を検討するうえで押さえておくポイント

 AIは問い合わせれば必ず成果物を返してくれるが、
正解は保証されない
 AIは正しさではなく「それっぽい回答」を返す

 必ず成果の精査が必要
 作るコストと確認するコストが釣り合わない
 AIを利用することで、逆に生産性が下がる可能性がある

 従業員は自分にメリットがあるならば、いろいろなサー
ビスを試せばよい
 ただし法律や会社のルールには従うこと

 一方で会社として導入するには、いろいろな仕組みを
構築しないといけない
 AIを使って「会社の生産性を上げる」仕組みが必要
 成果物の精査、情報セキュリティなど

AIは生成コストが低い
→人間側で成果の精査が必要

従業員目線と会社目線で
AIに対して検討すべき事項は異なる



AI活用を検討するうえで押さえておくポイント

 AIは問い合わせれば必ず成果物を返してくれるが、
正解は保証されない
 AIは正しさではなく「それっぽい回答」を返す

 必ず成果の精査が必要
 作るコストと確認するコストが釣り合わない
 AIを利用することで、逆に生産性が下がる可能性がある

 従業員は自分にメリットがあるならば、いろいろなサー
ビスを試せばよい
 ただし法律や会社のルールには従うこと

 一方で会社として導入するには、いろいろな仕組みを
構築しないといけない
 AIを使って「会社の生産性を上げる」仕組みが必要
 成果物の精査、情報セキュリティなど

AIは生成コストが低い
→人間側で成果の精査が必要

従業員目線と会社目線で
AIに対して検討すべき事項は異なる

「AIの成果物を精査する仕組み」の検討も必要



AIには大きく分けて2種類：自然言語系と画像生成系
サービス名 ベースモデルAI名 会社名 URL

ChatGPT GPT-4 OpenAI https://openai-chatgpt.jp/

Bard Bard Google https://bard.google.com/

RICOH Chatbot 
Service ディープアライメント RICOH https://promo.digital.ricoh.c

om/chatbot/

Bing AI GPT-4 Microsoft
(OpenAI) https://www.bing.com/new

サービス名 ベースモデルAI名 会社名 URL

DreamStudio Stable Diffusion Stability AI https://beta.dreamstudio.ai/

Midjourney (Midjourney) Midjourney https://midjourney.com/

DALL-E2 (DALL-E2) OpenAI https://openai.com/product
/dall-e-2

自然言語系AI

画像生成系AI

https://openai-chatgpt.jp/
https://bard.google.com/
https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/
https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/
https://www.bing.com/new
https://beta.dreamstudio.ai/
https://midjourney.com/
https://openai.com/product/dall-e-2
https://openai.com/product/dall-e-2


AIには大きく分けて2種類：自然言語系と画像生成系
自然言語系AI

画像生成系AI

GIFアニメーション GIFアニメーション

GIFアニメーション



画像生成系AI：図版は「画像」であって「建物」ではない
学習 生成

外観や図面の整合性が取れない

精査

AIはパースはパース、
図面は図面として学習している

▶ ▶

精査がたいへん



自然言語系AIにはBIM経由で建物情報をDBとして渡せる

さまざまな見方で取り出す

床

柱

壁

扉

窓

家具

登録（入力）

BIMモデル(建物データベース)の作成

AIに建物を理解させるには、自然言語系が有効

集計表

図面

3Dモデル

建物をイメージ

施主

施工

積算

同じ建物を
イメージできる



自然言語系AIにはBIM経由で建物情報をDBとして渡せる

床

柱

壁

扉

窓

家具

BIM(建物データベース)

集計表

図面

3Dモデル

AIに問い合わせ

図面等の作成

情報登録

現場状況

図面等を閲覧

人間に代わって調べる

BIMから取り出される情報

Revitモデルの
アップロード プロジェクトを確認する

手段が増える



[参考]法規チェック(採光面積計算)をChatGPTに確認

CSV
(部屋・窓)

採光面積NG

法規
（採光）入力

Revitの情報をAIに渡すことで
AIに法規チェックを行わせる

AIはデータと論理が得意

GIFアニメーション



①従業員目線と会社目線では、AIで検討すべき事項が変わる
o 会社の「生産性向上」のためには、AIを業務フローに取り込まないといけない
o 情報セキュリティ、守秘義務など会社ルールの制定

②AIは成果物の生成コストが低くなる→確認コストが上がる
o 「AIの成果物を精査する仕組み」の検討も必要

③AIは図版を建物として理解できない→画像生成系AIは整合性が取りにくい
o パースや図面を出力しても、相互の整合性を担保するのが難しい

④自然言語系AIはDBを解釈できる→BIMを使えばAIとコミュニケーションが取れる

ここまでのまとめ



AIサービスの枠組みを知る
AIとコミュニケーションを取るために



AIサービスとベースモデルAIは、必ずしも一致しない
サービス名 ベースモデルAI名 会社名 URL

ChatGPT GPT-4 OpenAI https://openai-chatgpt.jp/

Bard Bard Google https://bard.google.com/

RICOH Chatbot 
Service ディープアライメント RICOH https://promo.digital.ricoh.c

om/chatbot/

Bing AI GPT-4 Microsoft
(OpenAI) https://www.bing.com/new

サービス名 ベースモデルAI名 会社名 URL

DreamStudio Stable Diffusion Stability AI https://beta.dreamstudio.ai/

Midjourney (Midjourney) Midjourney https://midjourney.com/

DALL-E2 (DALL-E2) OpenAI https://openai.com/product
/dall-e-2

自然言語系AI

画像生成系AI

https://openai-chatgpt.jp/
https://bard.google.com/
https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/
https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/
https://www.bing.com/new
https://beta.dreamstudio.ai/
https://midjourney.com/
https://openai.com/product/dall-e-2
https://openai.com/product/dall-e-2


サービスとAIを区別：OpenAI社は開発からサービスまで一貫

ChatGPT
（サービス）

GPT-4
（AI）

ChatGPTは「サービス」です。AIではありません。
[参考]THE GUILD 深津貴之(@fladdict)氏 https://twitter.com/fladdict/status/1651844719645974528

（事前学習）ユーザー

https://twitter.com/fladdict/status/1651844719645974528


サービスとAIを区別：MS社はAIをカスタマイズしてサービスを提供

Bing AIは、OpenAIが開発したGPT-4をベースにMicrosoftがカスタマイズしたものです。

検索用データベース
Bing AI

（チューニング・カスタマイズ）

Bing Chat
（AIサービス）

GPT-4
（AI）

（事前学習）ユーザー



サービスとAIを区別：AIは開発企業以外でも利用可能(有償/OSS)

ユーザー

サービス提供企業は、AIをカスタマイズ・チューニングしてユーザーに提供

データベース
カスタマイズ・チューニング

サービス提供企業
AI開発企業

AIサービス AI （事前学習）



サービスとAIを区別：AIはユーザー企業でも利用可能(有償/OSS)

ユーザー

ユーザー企業が内製することで、AIへのカスタマイズを自社DBで最適化できる

自社データベース
カスタマイズ・チューニング

ユーザー企業
AI開発企業

自社AIサービス GPT-4
（AI）

（事前学習）

ユーザー企業のプログラマ



サービスとAIを区別：AIはユーザー企業でも利用可能(有償/OSS)

ユーザー

自社データベース

ユーザー企業
AI開発企業

自社AIサービス GPT-4
（AI）

（事前学習）

ユーザー企業のプログラマ

カスタマイズ・チューニング

AIの回答は
正しいのか？



サービスとAIを区別：AIはユーザー企業でも利用可能(有償/OSS)

ユーザー

AIの精度を向上させるのにもっとも重要なのは自社のデータベース↑

自社データベース

ユーザー企業
AI開発企業

自社AIサービス GPT-4
（AI）

（事前学習）

ユーザー企業のプログラマ

何をAIに
教えているのか？

カスタマイズ・チューニング

AIの回答は
正しいのか？



自社データベースでAIとのコミュニケーションを設計する

ユーザー

自社データベース

AI



自社データベースでAIとのコミュニケーションを設計する

ユーザー

自社データベース

AI

どうやってデータベースに
情報を入力するの？

データベースの中の情報は
どうやって確認するの？



自社データベースでAIとのコミュニケーションを設計する

ユーザー

自社データベース

AI

どうやってデータベースに
情報を入力するの？

データベースの中の情報は
どうやって確認するの？

BIMやクラウドサービスを利用 BIを活用



自社データベースでAIとのコミュニケーションを設計する＝DX

ユーザー

自社データベース

AI

BIMやクラウドサービスを利用 BIを活用

DX(デジタル・トランスフォーメーション)

どうやってデータベースに
情報を入力するの？

データベースの中の情報は
どうやって確認するの？



会社でAIを導入するポイント→「DXを推進する」

AI

自社データベース

自社AIサービス

BIで見える化

（事前学習）

AI開発企業

カスタマイズ
チューニング

ユーザー企業

何をAIに
教えてたのか？

回答

確認 何を入力すべきか？

 「自分たちの業務」と
AIをつなぐ仕組みが
重要
o AIサービスだけに着目
しない

 AIそのものではなく、
業務情報のデータ化
が必要

 AI活用のためには、
DXを推進するのが
もっとも近道



[参考]施工状況をAIに回答させる仕組み

AI自社AIサービス

回答

現場はどこまで
進んでる？



[参考]施工状況をAIに回答させる仕組み

AI

自社データベース

自社AIサービス

回答

カスタマイズ
チューニング

Build アセット機能
施工ステータスを入力

Revit
BIM/CIMモデルを入力

現場はどこまで
進んでる？



[参考]施工状況をAIに回答させる仕組み

AI

自社データベース

自社AIサービス

回答

確認 カスタマイズ
チューニング

Build アセット機能
施工ステータスを入力

Revit
BIM/CIMモデルを入力

BIで見える化

現場はどこまで
進んでる？

GIFアニメーション



[参考]施工状況をAIに回答させる仕組み

AI

自社データベース

自社AIサービス

回答

確認 カスタマイズ
チューニング

Build アセット機能
施工ステータスを入力

Revit
BIM/CIMモデルを入力

BIで見える化

現場はどこまで
進んでる？

GIFアニメーション



[参考]

https://confengine.com/conferences/hololab-conference-2023/proposal/18430/b73dpowerbi

(ホロラボ)

https://confengine.com/conferences/hololab-conference-2023/proposal/18430/b73dpowerbi


BIMでAIを活用するにはBIから



AIを活用するためのBIM/CIM 3つのキーワード

AIは生成コストが低いことがネック

「生産性向上」のためには、AIを業務フローに取り込まないといけない
情報セキュリティ、守秘義務など会社ルールの制定

1

2

3 AIとのコミュニケーションをデザインする

人間の確認コストが著しく上昇する
AIの成果物を精査する仕組みも合わせて検討する

建物情報をAIに伝達する手段としてのBIM
AIに伝達した建物情報を確認する手段としてのBI

会社目線でAIを検討する



DX推進、BIMとBIなどの話に興味がある方は、
過去3回のDXウェビナーもぜひご参考ください

https://youtu.be/jxLKFARpldwhttps://youtu.be/TfQFcGhZdbAhttps://youtu.be/2QuNyWwtFEo

https://youtu.be/jxLKFARpldw
https://youtu.be/TfQFcGhZdbA
https://youtu.be/2QuNyWwtFEo


今後のイベント・セミナー案内：BIM design

https://bim-design.com/infra/event/

https://bim-design.com/infra/event/


AECコレクション：ソフトウェアからプラットフォームまで「1パッケージ」で

プラットフォーム ソフトウェア

点群・現場画像処理

3D&BIM/CIM

2Dワークフロー



基本設計 実施設計 施工 維持管理・運営

[共通データ環境]

[BIMモデル管理] [数量拾い・集計] [施工管理]
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